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1. 小中一貫教育が求められる背景・理由 「小中一貫した教育課程の編成・実施に
関する手引」（H２８年文科省）より

発達の早期化等に関わる現象
① 昭和２０年代前半と比較すると、児童生徒の身長の伸びや体重の伸びが最も大きい時期は、当時よりも２
年程度早まっている
②女子の平均初潮年齢についても、昭和初期と比べて２年程度早まるとともに、小学校５～６年生での既潮
率が大きく高まるなど、思春期の到来時期が早まっているとの指摘がある
生徒指導面
①自己肯定感や自尊感情に関わる質問に対し、小学校高学年から急に否定的な回答が多くなるといった
調査結果
②不登校や長期欠席についても、実際に休み始めた学年を見ると小学校段階からであるケースも相当数あ
るなど、いわゆる「中１ギャップ」と呼ばれる現象の芽の多くは既に小学校４～６年生から生じているとの分析
もある

① 「学校の楽しさ」、「教科や活動の時間の好き嫌い」について、小学校４年生から５年生に上がると肯定的回
答をする児童の割合が下がる傾向がある
② 経験的な理解で対応できる学習内容から理論的・抽象的な理解が必要な学習内容への橋渡しが必ずしも
円滑に行われておらず、学習上のつまずきが顕在化し、その後の中学校段階での学習に大きな支障を来して
いる

学習指導面
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1. 小中一貫教育が求められる背景・理由

学校に期待される役割の相対的増大
家庭をめぐる状況が変化し、地域社会における子供の社会性育成機能が低下する中で、
子供たちの集団教育の場である学校の役割への期待は相対的に大きくなっている。
その一方、少子化等に伴って小学校と中学校がそれぞれ小規模化して、単独の小学校及
び中学校では十分な集団規模を確保できず、教育上のデメリットが顕在化している地域
も多くなってきている。

小中一貫教育の取組
①多様な異学年交流の活発化
② より多くの多様な教員が児童生徒に関わる体制の確保
③中学校区を単位とした地域の活性化による地域の教育力の強化

などにより学校教育活動の充実を図ることへのニーズが高まっていることも、
小中一貫教育の導入が広がっている重要な背景・理由

「小中一貫した教育課程の編成・実施に
関する手引」（H２８年文科省）より
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1. 小中一貫教育が求められる背景・理由
小中一貫教育については、自治体や学校現場での取組が１０数年以上にわ
たって蓄積され、顕著な成果が明らかになってきた。一方、現行制度の範囲内
で成果を蓄積してきた市町村からは、小学校と中学校が別々の学校制度とし
て設計されていることによる様々な限界を超えて、取組を一層高度化させる等
の観点から、正式な学校制度として法制化すべきとの要望が寄せられた。

国においては、教育再生実行会議の第５次提言や中央教育審議会答申を経
て、平成２７年６月の通常国会で、９年間の義務教育を一貫して行う新たな学
校の種類である「義務教育学校」の設置を可能とする改正学校教育法が成立
し、関係政省令、告示と合わせて平成２８年４月１日に施行された。

平成２８（2016）年４月１日、改正学校教育法が施行。
小中一貫教育が制度として全国的に開始。

「小中一貫した教育課程の編成・実施に
関する手引」（H２８年文科省）より

5



2. 小中一貫教育とは 「小中一貫教育の導入状況調査について」
（H２9年文科省）より

小中一貫教育
小中連携教育のうち、小・中学校段階の教員がめざす子
ども像を共有し、９年間を通じた教育課程を編成し、系統的
な教育をめざす教育

小中連携教育
小・中学校段階の教員が互いに情報交換や交流を行うこ
とを通じて、小学校教育から中学校教育への円滑な接続を
めざす様々な教育
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2. 小中一貫教育とは 「９年間の学び舎を作ろう」
（R2 国立教育政策研究所）より
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2. 小中一貫教育とは 「９年間の学び舎を作ろう」
（R2 国立教育政策研究所）より

小中一貫教育の導入校数

令和６年８月時点
義務教育学校

238校
「令和６年度学校基本調査（速報値）」より
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2. 小中一貫教育とは 「９年間の学び舎を作ろう」
（R2 国立教育政策研究所）より

小中連携、小中一貫教育制度の関係
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小中連携教育 ・小学校・中学校の先生が互いに情報交換や交流を行う

小中一貫教育

小中一貫型
小学校中学校

・目指す子供像を共有し、９年間を通じた教育課程を編成

・小学校・中学校は組織上、独立している

・設置者が同一の併設型小学校・中学校、設置者が異なる
連携型小学校・中学校の２類型がある

義務教育学校

・目指す子供像を共有し、９年間を通じた教育課程を編成

・小学校・中学校の組織が一体化
（１人の校長、１つの教職員組織）



2. 小中一貫教育とは 「小中一貫教育の導入状況調査」をもとに
国立教育政策研究所が作成

小中一貫教育の成果
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2. 小中一貫教育とは 「小中一貫教育の導入状況調査」をもとに
国立教育政策研究所が作成

小中一貫教育の成果
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2. 小中一貫教育とは 「小中一貫教育の導入状況調査」をもとに
国立教育政策研究所が作成（一部抜粋）

小中一貫教育の課題
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３. 本市の状況 「木津川市立小・中学校の在り方に関する
基本計画」（R３ 木津川市教育委員会）より
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３. 本市の状況

※グラフは全国平均を100とし、標準化した数値

「令和６年度全国学力・学習状況調査」

学力の状況 「広報きづがわっ子」
（R６木津川市教育委員会）より
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３. 本市の状況 学力の状況 「第２次木津川市教育振興基本計画」
（R６木津川市教育委員会）より
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【現状と課題】より抜粋
○ 児童生徒の学力の充実・向上を図る上で、
義務教育９年間を通じて小中学校が互い
に協力し、責任を共有して目的を達成する
ことが重要であり、そのためには、系統性・
連続性のある学力向上の取組が必要です。
義務教育９年間を見通し児童生徒の発達
段階に応じた教育課程を編成することが
求められます。

重点目標１ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」



３. 本市の状況 京都府の不登校の状況 「令和５年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上
の諸課題に関する調査について」（R6府教育委員会）より
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３. 本市の状況 小中連携の取組状況
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令和６年度 すべての市立学校で実施

主な内容

・小６体験授業
・部活動見学・体験
・あいさつ運動
・陸上交歓記録会
・中学校教員による小学校専科教育（山城中ブロック 社会科・泉川中ブロック 英語）
・中学校のテスト期間にあわせた家庭学習の取組
・相互の授業参観（研究授業等）
・合同研修（教科・生徒指導・学力充実・重点研究等）
・運動会・授業参観日等の学校行事の調整

成 果

・児童が見通しをもって中学校に進学できる（中１ギャップの緩和）
・相互に児童生徒理解を深めることができる
・児童生徒の情報を共有することにより、生徒指導や保護者対応等に生かすことができる
・重点研究の交流・波及

課 題

・日程・時間調整の難しさ
・限られた教員の参加となる場合が多く、学校全体に波及しにくい
・義務教育９年間を見通した系統的・継続的な指導までには至っていない
・「総合的な学習の時間」が系統的に実施できていない
・各校での重点研究が異なるため、研究を深めることが難しい

令和７年度の
取組予定

・相互の授業参観（研究授業等）
・合同研修（教科・生徒指導・学力充実・重点研究等）
・運動会・授業参観日等の学校行事の調整
・「総合的な学習の時間」の交流
・小中合同学習成果発表会（泉川中ブロック）



地域行事の参加や関心について

小学校 ６年生          中学校 ３年生 
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４. 地域との協働 ～コミュニティ・スクール～ 「第２次木津川市教育振興基本計画」
（R6木津川市教育委員会）より



４. 地域との協働 ～コミュニティ・スクール～
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４. 地域との協働 ～コミュニティ・スクール～
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文部科学省ホームページより



４. 地域との協働

木津川市立学校コミュニティ・スクール構想
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５. 木津川市の小中一貫教育の理念

義務教育９年間を見通した教育活動により、子どもたち一人一人の良さや
可能性を系統性・連続性をもって切れ目なく伸ばすとともに、多様な人と認め
合い、協働しながら主体的に課題を解決する力を育成します。

①義務教育９年間を見通した系統的・継続的な学習指導により、児童生徒の
学習習慣の確立や学習意欲の向上を図り、確かな学力を育成します。
②義務教育９年間を見通した系統的・継続的な教育活動により、児童生徒の
個性の伸長や多様性を認め尊重し合える豊かな人間性、社会的な資質や
能力・態度を育成します。
③義務教育９年間を見通し、基本的な生活習慣を確立し、健やかな体づくり
を推進します。
④義務教育９年間を見通し、児童生徒や地域の実態に応じた特色ある学校
づくりを推進します。
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５. 木津川市の小中一貫教育の理念

小中一貫教育
小中連携教育のうち、小・中学校段階の教員がめざす子
ども像を共有し、９年間を通じた教育課程を編成し、系統的
な教育をめざす教育

小中連携教育
小・中学校段階の教員が互いに情報交換や交流を行うこ
とを通じて、小学校教育から中学校教育への円滑な接続を
めざす様々な教育
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C中学校

５. 木津川市の小中一貫教育の理念

A小学校

学校教育目標

めざす子ども像

教育課程

B小学校

学校教育目標

めざす子ども像

教育課程

C中学校

学校教育目標

めざす子ども像

教育課程
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A小学校 B小学校

学 校 教 育 目 標

め ざ す 子 ど も 像

教 育 課 程



今後の方向性
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木津川市立学校コミュニティ・スクール構想
「協働型」地域連携
地域とともにある学校

木津川市小中一貫教育の推進
義務教育９年間を見通した教育課程の編成
⇒確かな学力
⇒豊かな人間性、社会的な資質や能力・態度
⇒基本的な生活習慣、健やかな体づくり
⇒特色ある学校づくり


